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カンガルーの革の原産国はオーストラリア。丈夫で軟らかく、薄

くて軽いといった革の特徴を持ち、最近ではスポーツシューズ等

に多く用いられています。ここではカンガルーなどの革から、こ

だわりのジャケットを創り出す工程を紹介します。

長年の経験から、触感で革の質を確かめる。

少しも革を無駄にしないよう、型紙が配置され

る。使い込まれた型紙にも、年季を感じる。

革の伸び縮みを計算しながら、型紙に沿って革

が裁断される。

革を縫うため、ハンマーで穴を開ける。職人ゆ

えの緻密な工程が手際よくこなされる。

裏地の生地選びにも妥協はしない。

ミシンを使い、革を縫い合わせる。
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L E A T H E R

完成

Sinikka
パース市内に店舗を構える革専門店。店内には

レザージャケットを始め、各種小物も取り揃え

る。オーダーメイドの受注も行なう。

お客さんのニーズにあった

逸品は、ハンドメイドだか

らできる。
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